
第 ５ 章

地域別構想



58

第５章 地域別構想

１．地域区分
地域別構想は、市全体の都市づくりの方針となる「全体構想」を踏まえつつ、地域の特性を考慮し、
身近な地域レベルでのまちづくり方針を定めるものです。
地域の区分については、市域形成の歴史的経緯、地域の中心となる施設の存在、行政運営上のまと
まりなどから、支所及び市民センター地区を基本に１つの地域とし、祖父江地域、平和地域、明治地
域、千代田地域、大里西地域、大里東地域、下津地域、小正地域、稲沢地域の９地域に区分しました。
なお、地域別構想の策定にあたっては、「地域別ワークショップ」を開催して地域住民の意見を集
約し、全体構想との整合性や実現性、都市計画上の観点から地域別の方針をとりまとめました。

地域区分図
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２．地域別の方針

【地域別の方針の構成・見方（各地域見開き2ページで整理）】

 

  

地域特性
地域の位置、自然環境、人口・世帯数など
の地域の特性を記載します。

地域の評価
市民アンケートの結果を基に、地域に対す
る評価を記載します。

地域の現状と課題
「地域特性」や「地域の評価」を踏まえて
地域の現状と課題を記載します。

１／２

 

  ２／２

まちづくり方針図
「地域のまちづくり方針」で示した
内容を図面上に記載します。

地域のまちづくり方針
「地域のまちづくり目標」を実現するための方針を記
載します。
全体構想との整合を図る観点から分野別（「都市構
造（拠点配置）」「土地利用」「交通体系」「都市環境」

「防災」「景観」）に整理します。

地域のまちづくり目標
「地域の現状と課題」に対応した地域のまち
づくり目標を記載します。
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（１）祖父江地域

地域特性�

⃝祖父江地域は、市の西部に位置し、木曽川を挟んで岐阜県羽島市に隣接しています。
⃝地域中央に領内川、東部に日光川が流れ、その間を名鉄尾西線が通っています。
⃝地域全体に水田が広がっていますが、地域北東部の山崎地区周辺では市の特産品である銀杏を生
産しており、特徴ある景観を形成しています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「鉄道やバス交通の便利さ」
「地震や水害に対する備え」「防犯面での安心感」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」「水や空
気のきれいさ」があげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

祖父江地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

祖父江地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

2,213 7,935 27.9%
面積（ha） 152 898 16.9%
割合 6.9% 11.3% -4.4%

21,194 137,069 15.5%
-6.8% -0.9% -5.9%

0～14歳 11.3% 13.1% -1.8%
15～64歳 57.7% 60.1% -2.4%
65歳～ 31.0% 26.8% 4.2%

7,836 54,358 14.4%
10.1% 10.1% 0.0%
2.70 2.52 0.18

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

重
要
度
（
平
均
点
）

祖父江地域における評価

満足度（平均点）

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

-2.6 -2.2 -1.8 -1.4 -1.0 -0.6 -0.2 0.2 0.6 1.0 1.4 1.8 2.2 2.6 3.0

①

②③

④

⑤
⑥

⑦

⑧
⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬

⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

資料：住民基本台帳

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

サリオパーク祖父江をはじめとした地域資源を生かした交流促進
⃝木曽川に面してサリオパーク祖父江が整備され、珍しい河岸砂丘や松林とあいまって特徴的な公
園となっています。また、ウインドサーフィンなどの水面利用によるレクリエーションが行われ
ています。
⃝祖父江のイチョウ、善光寺東海別院といった歴史や景観に関わる地域資源が分布しています。

人口減少・高齢化に対応した良好な住環境と生活利便性の確保
⃝人口は過去10年間で約6.8％減少しています。
⃝高齢化率は31.0％であり、市平均と比較しても高い割合になっています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」に対する満足度が高くなっています。また、「街なかや集落内の緑
の多さ」「水や空気のきれいさ」に対する満足度も高く、地域の住環境や自然環境が良好である
ことが伺えます。

名鉄尾西線を生かした公共交通網の形成
⃝「鉄道やバス交通の便利さ」の満足度が低いものの、地域東部に名鉄尾西線が通っており、４駅
設置されています。

浸水災害などに対する防災・減災への対応
⃝「地震や水害に対する備え」に対する満足度が低くなっています。
⃝浸水災害が地域全域で想定されています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、祖父江地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝サリオパーク祖父江や銀杏畑をはじめとする地域資源を生かし、たくさんの人が訪れ、
楽しめるまちづくりを目指します。
⃝静かで落ち着いた住環境を維持しつつ、祖父江支所を中心とした快適な生活をおくる
ことができるまちづくりを目指します。
⃝公共交通などによるアクセス利便性が向上するまちづくりを目指します。
⃝浸水災害などから地域を守る安心・安全なまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【地域交流拠点】
⃝公共公益施設*が集積している祖父江支所周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地
区計画*などによる定住促進を検討します。
⃝名鉄森上駅の周辺では、生活利便性の向上のため、日常生活に関連する買い物、医療、福祉と
いった都市機能の立地を推進し、空き家の活用や地区計画*などにより定住人口の維持を図り
ます。
⃝その他の鉄道駅（名鉄山崎駅、名鉄上丸渕駅、名鉄丸渕駅）の周辺では、鉄道の利便性を生か
して、空き家の活用や地区計画*などによる定住促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝生産・物流機能の集積を図ります。

【広域レクリエーション拠点】
⃝自然環境に恵まれたサリオパーク祖父江の特色を生かして、交流を促進します。

【歴史・観光拠点】
⃝善光寺東海別院周辺において交流の促進を検討します。

土地利用
【住宅地】
⃝良好な住環境の維持・保全に努めます。

【商業地】
⃝生活利便性を支える商業機能の維持を図ります。

【工業地】
⃝地区計画*などを活用した既存工業地における操業環境の維持・向上を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝(都)祖父江稲沢線の整備を促進します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝サリオパーク祖父江のレクリエーション機能の充実を図ります。
⃝木曽川やイチョウを生かした散策路を活用します。
⃝広口池及び領内川の散策路の利用を促進します。
⃝(仮称)イチョウ見本園を整備します。
⃝銀杏畑や植木畑の保全に努めます。
⃝新たに立地する工場の緑化を促進します。
⃝河川の水質保全に努めます。
⃝下水道の整備を推進します。

防災
⃝狭あい道路*の解消について検討します。
⃝国・県管理の河川における治水機能の適切な維持管理について働きかけを行います。

景観
⃝木曽川を生かした景観の保全を図ります。
⃝銀杏畑をはじめとする農地景観の保全を図ります。
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六輪

法立小学校

六輪小学校

平和中学校

西島公園

西光坊公園

嫁振農村公園

平和中央公園

平和支所
平和町図書館

平和町体育館

平和町農村環境
改善センター

法立保育園

六輪保育園

六輪幼稚園

平和町プール

六輪グランド

西島運動広場

六輪テニスコート

平和らくらくプラザ
平和子育て支援センター
平和さくら児童館

第１号国営木曽三川公園尾張緑地
祖父江小学校

祖父江保育園

祖父江幼稚園

山崎保育園

山崎小学校

山崎

祖父江町体育館
祖父江老人福祉センターいちょう館
祖父江あじさい児童館

祖父江支所
保健センター祖父江支所

森上

領内保育園

領内小学校

杏和高等学校

祖父江中学校

牧川保育園

牧川小学校

(都)馬飼稲沢線

(都)給父清須線

(都)祖父江山崎線

(都)祖父江稲沢線

長岡保育園
長岡小学校

上丸渕

丸渕

丸甲小学校

丸甲保育園

領
内
川

日
光
川

木
曽
川

祖父江の森図書館
温水プール
テニスコート
多目的運動場

祖父江町勤労青少年ホーム

消防署祖父江分署

祖父江町郷土資料館

サリオパーク祖父江

祖父江ふれあいの郷

祖父江斎場

祖父江霊園
（
都
）
五
城
森
上
線

（
都
）
下
沼
四
貫
線

（
都
）
尾
西
津
島
線

地域交流拠点

工業・物流拠点

歴史・観光拠点

広域レクリエーション拠点
田園居住地区

住商共存地区

一般住宅地区

住宅専用地区

工業地区

緑の軸

河川

主要施設

駅

地域区分

鉄道

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画緑地

○空き家の活用や地区計画などによる
 　定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画などによる
 　定住促進を検討

○都市機能の立地推進  
○空き家の活用や地区
　 計画などにより定住
　 人口を維持

○都市機能の立地推進  
○空き家の活用や地区
　 計画などにより定住
　 人口を維持

○空き家の有効活用
　 や地区計画などに
 　よる定住促進を検討

○空き家の有効活用
　 や地区計画などに
 　よる定住促進を検討

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における
　 操業環境の維持・向上

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における
　 操業環境の維持・向上

○広口池及び領内川の
　 散策路の利用促進
○広口池及び領内川の
　 散策路の利用促進

○善光寺東海別院周辺の
　 交流促進を検討
○善光寺東海別院周辺の
　 交流促進を検討

○下水道整備の推進○下水道整備の推進

○(仮称)イチョウ
 　見本園の整備
○(仮称)イチョウ
 　見本園の整備

○自然環境の特色を生かした
　 交流促進
○サリオパーク祖父江の
 　レクリエーション機能の充実

○自然環境の特色を生かした
　 交流促進
○サリオパーク祖父江の
 　レクリエーション機能の充実

○地区計画などを活用した既存
　 工業地における操業環境の
　 維持・向上

○地区計画などを活用した既存
　 工業地における操業環境の
　 維持・向上

○(都)祖父江稲沢
 　線の整備を促進
○(都)祖父江稲沢
 　線の整備を促進

○サリオパーク祖父江への
 　アクセス向上
○サリオパーク祖父江への
 　アクセス向上

祖父江地域

0 500 1,000250 メートル
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（２）平和地域

地域特性�

⃝平和地域は、市の南西部に位置し、愛西市に隣接しています。日光川、三宅川に囲まれ、地域の
中心部を流れる須ヶ谷川を中心に豊かな田園が広がる地域です。
⃝須ヶ谷川下流の河川沿いには桜並木「桜ネックレス」があり、地域のシンボルとして親しまれて
います。
⃝地域中央には、大規模な工場が立地する平和工業団地があります。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「地震や水害に対する備え」「避
難場所や避難路の確保」「防犯面での安心感」「医療や福祉施設の利用のしやすさ」などがあげら
れます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「水や空気のきれいさ」「街なかや集落
内の緑の多さ」「買い物の便利さ」「幹線道路での移動のしやすさ」があげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

平和地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

11.1%
9.6%
-1.6%
9.2%
-3.7%
-1.6%
-3.1%
4.7%
8.7%
-1.5%
0.15

884
86
9.7%

12,590
-4.6%
11.5%
57.0%
31.5%
4,715
8.6%
2.67

7,935
898
11.3%

137,069
-0.9%
13.1%
60.1%
26.8%

54,358
10.1%
2.52

重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

重
要
度
（
平
均
点
）

平和地域における評価

満足度（平均点）

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

-2.6 -2.2 -1.8 -1.4 -1.0 -0.6 -0.2 0.2 0.6 1.0 1.4 1.8 2.2 2.6 3.0

①
②③

④

⑤⑥

⑦
⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬
⑭

2.76

0.18

14項目平均点
（市全体）

14項目平均点
（市全体）

資料：住民基本台帳

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

人口減少・高齢化に対応した良好な住環境の維持
⃝人口は過去10年間で約4.6％減少しています。
⃝高齢化率は31.5％であり、市平均と比較しても高い割合になっています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」「買い物の便利さ」などに対する満足度が高くなっています。

良好な交通条件を生かした産業振興
⃝地域の中央には平和工業団地が立地しています。
⃝南北に(都)一宮弥富線、東西に(都)給父西枇杷島線が通っており、交通利便性に恵まれた状況
にあります。

桜ネックレスや勝幡城跡など地域資源を生かした交流促進
⃝須ヶ谷川下流の河川沿いには桜並木「桜ネックレス」があり、地域のシンボルとして親しまれて
います。
⃝地域南東部に位置する勝幡城跡をはじめ歴史に関わる地域資源が多く分布しています。

浸水災害などに対する防災・減災への対応
⃝「地震や水害に対する備え」「避難場所や避難路の確保」に対する満足度が低くなっています。
⃝浸水災害が地域全域で想定されています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、平和地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝落ち着いた良好な住環境や生活利便性を維持するとともに、平和支所や名鉄六輪駅を
中心とした快適な生活をおくることができるまちづくりを目指します。
⃝幹線道路の利便性を生かし、さらなる工業集積による活力あるまちづくりを目指します。
⃝桜ネックレスや勝幡城跡などをはじめとする地域資源を生かしたまちづくりを目指し
ます。
⃝浸水災害などから地域を守る安心・安全なまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【地域交流拠点】
⃝公共公益施設*が集積している平和支所周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区
計画*などによる定住促進を検討します。
⃝名鉄六輪駅の周辺では、鉄道の利便性を生かして、空き家の活用や地区計画*などによる定住
促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝生産・物流機能の集積を図ります。

土地利用
【住宅地】
⃝良好な住環境の維持・保全に努めます。
⃝暫定用途地域*を見直します。

【商業地】
⃝生活利便性を支える商業機能の維持を図ります。

【工業地】
⃝既存工業地における操業環境の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝(都)巡見街道において安全で利用しやすい道路整備を検討します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝一部未供用となっている平和中央公園の見直しを検討します。
⃝桜ネックレスと勝幡城跡など、地域資源の連携を検討します。
⃝特徴的な緑である桜ネックレスの保全を図るとともに、分断の解消や延長を検討します。
⃝新たに立地する工場の緑化を促進します。
⃝河川の水質保全に努めます。

防災
⃝県管理の河川における治水機能の適切な維持管理について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝桜ネックレスの優れた景観の保全に努めます。
⃝農地景観の保全を図ります。
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地域交流拠点

工業・物流拠点

住商共存地区

一般住宅地区

住宅専用地区

住工共存地区

工業地区

土地利用検討地区

田園居住地区

緑の軸

河川

主要施設

駅

地域区分

鉄道

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画公園

○空き家活用や地区計画などによる定住促進を検討○空き家活用や地区計画などによる定住促進を検討

○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境
　 の維持

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境
　 の維持

○桜ネックレスの景観保全○桜ネックレスの景観保全

○勝幡城跡の活用方法を検討○勝幡城跡の活用方法を検討

○暫定用途地域の
 　見直し
○暫定用途地域の
 　見直し

○安全で利用しやすい道路
　 整備の検討
○安全で利用しやすい道路
　 整備の検討

○平和中央公園の見直しを
 　検討
○平和中央公園の見直しを
 　検討
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（３）明治地域

地域特性�

⃝明治地域は、市の中央部に位置し、一宮市に隣接しています。
⃝地域東部の市役所周辺においては、公共公益施設*や大規模商業施設、高層住宅が立地しています。
⃝地域全体に農地と集落が広がっています。
⃝地域南部を三宅川が流れ、その周囲に植木畑が広がっています。
⃝史跡尾張国分寺跡や古くからの社寺が点在しています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「鉄道やバス交通の便利さ」
「地震や水害に対する備え」「防犯面での安心感」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」「水や空
気のきれいさ」などがあげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

明治地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

1,115
30
2.7%

13,377
-6.3%
11.4%
61.1%
27.5%
4,927
8.9%
2.72

14.0%
3.3%
-8.6%
9.8%
-5.4%
-1.7%
1.0%
0.7%
9.1%
-1.2%

7,935
898
11.3%

137,069
-0.9%
13.1%
60.1%
26.8%

54,358
10.1%
2.52 0.20

資料：住民基本台帳

重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

重
要
度
（
平
均
点
）

明治地域における評価

満足度（平均点）

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

-3.2 -2.8 -2.4 -2.0 -1.6 -1.2 -0.8 -0.4 0.0 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0 2.4 2.8 3.2 3.6

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬
⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

史跡尾張国分寺跡をはじめとする歴史的資源を生かした交流促進
⃝地域南東部に位置する史跡尾張国分寺跡をはじめ歴史的価値の高い地域資源が分布しています。

自然豊かな集落地における住環境の維持
⃝地域の大部分が市街化調整区域*であり、集落が点在しています。
⃝人口は過去10年間で約6.3％減少しています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」などに対する満足度が高くなっています。

地域東部に集積する都市機能の維持
⃝地域東部の市街化区域*において、公共公益施設*や大規模商業施設、高層住宅が集積しています。

三宅川や植木畑などの地域特有の自然環境の保全
⃝地域全体に農地が分布しています。
⃝蛇行して流れる三宅川があり、その周囲に植木畑が広がっています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、明治地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝史跡尾張国分寺跡をはじめとする地域資源を生かしたまちづくりを目指します。
⃝明治市民センター周辺に住宅地形成を図るまちづくりを目指します。
⃝市役所周辺において都市機能の集積を維持するまちづくりを目指します。
⃝植木畑などの地域特有の自然環境に配慮したまちづくりを目指します
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【生活交流拠点】
⃝公共公益施設*や商業施設などの都市機能の維持を図ります。

【地域交流拠点】
⃝明治市民センター周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区計画*などによる定住
促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝隣接する一宮市の工業系土地利用と整合を図り、立地特性を生かした産業立地を推進します。

【歴史・観光拠点】
⃝史跡尾張国分寺跡周辺において緑の軸を生かした交流の促進を図ります。

土地利用
【住宅地】
⃝良好な住環境の維持・保全に努めます。

【商業地】
⃝商業施設などの集積の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝国・県へ一宮西港道路の整備について働きかけを行います。
⃝(都)祖父江稲沢線の整備を促進します。
⃝都市中心拠点とのアクセス利便性の向上に努めます。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝大塚井筋において散策路の整備を促進します。
⃝旧尾張サイクリングロードの活用を検討します。
⃝矢合地区において、地場産業の緑である植木畑の保全・活用に努めます。
⃝史跡尾張国分寺跡を史跡公園として整備します。
⃝河川の水質保全に努めます。

防災
⃝県管理である三宅川の改修促進について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝矢合地区における自然景観の保全を図ります。
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝史跡尾張国分寺跡の保全と活用を図ります。
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住宅専用地区

工業地区

緑の軸

河川 主要施設

地域区分

新幹線

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画公園

○公共公益施設や商業施設など
　 の都市機能の維持
○公共公益施設や商業施設など
　 の都市機能の維持

○立地特性を生かした産業立地の推進○立地特性を生かした産業立地の推進

○旧尾張サイクリングロードの
　 活用を検討
○旧尾張サイクリングロードの
　 活用を検討

○史跡尾張国分寺跡周辺における緑の軸を
　 生かした交流促進
○史跡尾張国分寺跡を史跡公園として整備

○史跡尾張国分寺跡周辺における緑の軸を
　 生かした交流促進
○史跡尾張国分寺跡を史跡公園として整備

○空き家の活用や地区計画など
 　による定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画など
 　による定住促進を検討

○(都)祖父江稲沢線
 　の整備を促進
○(都)祖父江稲沢線
 　の整備を促進

○散策路の整備を促進○散策路の整備を促進
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（４）千代田地域

地域特性�

⃝千代田地域は、市の南部に位置し、あま市、愛西市に隣接しています。
⃝全体に水田が広がっており、自然豊かな地域となっています。
⃝地域中央には工業団地があり、東部には大規模工場が立地しています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「鉄道やバス交通の便利さ」
「買い物の便利さ」「防犯面での安心感」「医療や福祉施設の利用のしやすさ」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」「水や空
気のきれいさ」があげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

千代田地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

7,935 13.5%
898 2.6%
11.3% -9.2%

137,069 5.9%
-0.9% -0.6%
13.1% 1.2%
60.1% -4.1%
26.8% 2.9%

54,358 5.6%
10.1% -0.3%

1,072
23
2.1%

8,068
-1.5%
14.3%
56.0%
29.7%
3,033
9.8%
2.66 2.52 0.14

　資料：住民基本台帳
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重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

千代田地域における評価

満足度（平均点）

⑨

14

①

②
③

④

⑤
⑥

⑦⑧

⑩ ⑪

⑫

⑬
⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

自然豊かな集落地における住環境の維持
⃝地域の大部分が市街化調整区域*であり、集落地が点在しています。
⃝地域の人口は過去10年間で約1.5％減少しています。
⃝地域の高齢化率は29.7％であり、市平均と比較しても高い割合になっています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」などに対する満足度が高くなっています。

良好な交通条件を生かした産業振興
⃝地域の中央には工業団地が立地しています。
⃝南北に(都)西尾張中央道が通っており、交通利便性に恵まれた状況にあります。

農地をはじめとする自然環境の保全
⃝全体に水田が広がっており、自然豊かな地域となっています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、千代田地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝千代田市民センター周辺に住宅地形成を図るまちづくりを目指します。
⃝工業集積により地域の活力を生むまちづくりを目指します。
⃝地域全体に広がる農地や河川などの自然環境に配慮したまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【地域交流拠点】
⃝千代田市民センター周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区計画*などによる定
住促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝生産・物流機能の集積を図ります。

土地利用
【工業地】
⃝地区計画*などを活用した既存工業地における操業環境の維持・向上を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝国・県へ一宮西港道路の整備について働きかけを行います。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝大塚井筋において散策路の整備を促進します。
⃝大江川沿い散策路の利用を促進します。
⃝旧尾張サイクリングロードの活用を検討します。
⃝新たに立地する工場の緑化を促進します。
⃝河川の水質保全に努めます。

防災
⃝県管理である目比川の改修促進について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝農地景観の保全を図ります。
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稲沢市役所

消防本部
消防署

明治市民センター
明治公民館
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千代田地域

田園居住地区

工業地区

工業・物流拠点

地域交流拠点

緑の軸

河川

主要施設

地域区分

新幹線

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画公園

○空き家の活用や地区計画などに
　 よる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画などに
　 よる定住促進を検討

○大江川沿い散策路
 　の利用促進
○大江川沿い散策路
 　の利用促進

○散策路の整備を促進○散策路の整備を促進

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境の維持・向上
○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境の維持・向上

○旧尾張サイクリングロードの
　 活用を検討
○旧尾張サイクリングロードの
　 活用を検討
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（５）大里西地域

地域特性�

⃝大里西地域は、市の南東部に位置し、あま市、清須市に隣接しています。
⃝地域東部に名鉄名古屋本線が通り、名古屋への交通利便性の高い地域で、地域北部には大規模住
宅団地がみられます。
⃝地域の大半を占める市街化調整区域*においては、住宅団地や大規模な集落が形成されています。
⃝歴史の古い社寺が地域内に分布しています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「地震や水害に対する備え」
「防犯面での安心感」「歩道の安全や心地よさ」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「買い物の便利さ」「水や空気のきれいさ」
「幹線道路での移動のしやすさ」「街なかや集落内の緑の多さ」があげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

大里西地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

7,935 6.7%
898 5.0%
11.3% -2.9%

137,069 8.6%
-0.9% -6.9%
13.1% -2.0%
60.1% -4.7%
26.8% 6.7%

54,358 8.8%
10.1% -7.7%

533
45
8.4%

11,843
-7.8%
11.1%
55.4%
33.5%
4,788
2.4%
2.47 2.52 -0.05

資料：住民基本台帳
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大里西地域における評価

満足度（平均点）
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①
②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

人口減少・高齢化に対応した集落地における生活利便性の維持
⃝地域の人口は過去10年間で約7.8％減少しています。
⃝地域の高齢化率は33.5％であり、市平均と比較しても高い割合になっています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」「街なかや集落内の緑の多さ」などに対する満足度が高くなっています。

整備完了から長期間経過した住宅団地における住環境の維持・保全
⃝地域北西部の市街化区域*における住宅団地や地域南部の市街化調整区域*における住宅団地で
人口が減少しています。

快適な歩行空間の確保
⃝「歩道の安全や心地よさ」に対する満足度が低くなっています。

地域の歴史の継承
⃝地域には歴史の古い社寺が分布しています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、大里西地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝落ち着いた良好な住環境を維持するとともに、大里西市民センターや名鉄奥田駅及び
名鉄大里駅を中心とした快適な生活をおくることができるまちづくりを目指します。
⃝基盤が整備された住宅地において継続的な土地利用ができるまちづくりを目指します。
⃝幹線道路の歩道整備など安心・安全に歩くことができるまちづくりを目指します。
⃝地域の歴史を身近に感じることができるまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【地域交流拠点】
⃝大里西市民センター周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区計画*などによる定
住促進を検討します。
⃝鉄道駅（名鉄奥田駅、名鉄大里駅）の周辺では、鉄道の利便性を生かして、空き家の活用や地
区計画*などによる定住促進を検討します。

土地利用
【住宅地】
⃝良好な住環境の維持・保全を図ります。
⃝空き家の発生抑制や適正管理、利活用により、良好な住環境の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝(都)井之口線の整備を推進します。
⃝(都)春日井稲沢線の整備を促進します。
⃝踏切の改良を促進します。
⃝名鉄名古屋本線の高架化を促進します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝住宅団地における都市公園*の整備を推進します。
⃝大江川沿い散策路の利用を促進します。
⃝緑の軸である(都)奥田線における歩道の緑化を推進します。
⃝河川の水質保全に努めます。
⃝下水道の整備を推進します。

防災
⃝福田川の排水機能の向上に向けた整備について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝地域の歴史的資源の景観保全を検討します。
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高御堂小学校 小正小学校
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主要施設

駅
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新幹線
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都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備
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大里西地域

○踏切による渋滞
　 の緩和を促進
○踏切による渋滞
　 の緩和を促進

○名鉄名古屋本線の高架化を促進○名鉄名古屋本線の高架化を促進

○(都)井之口線の整備を推進○(都)井之口線の整備を推進

○下水道整備の推進○下水道整備の推進

○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討

○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討

○(都)稲沢甚目寺線の見直し
　 を検討
○(都)稲沢甚目寺線の見直し
　 を検討

○法指定踏切の対応○法指定踏切の対応

○(都)春日井稲沢線の整備を促進○(都)春日井稲沢線の整備を促進

○渋滞解消を検討○渋滞解消を検討

○空き家の発生抑制や
 　適正管理、利活用
○住宅団地における
　 公園整備を推進

○空き家の発生抑制や
 　適正管理、利活用
○住宅団地における
　 公園整備を推進

○大江川沿い散策路の
　 利用促進
○大江川沿い散策路の
　 利用促進

○歩道の緑化推進○歩道の緑化推進

○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
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（６）大里東地域

地域特性�

⃝大里東地域は、市の東部に位置し、清須市に隣接しています。
⃝地域西部に名鉄名古屋本線、東部にＪＲ東海道本線が通り、名鉄大里駅、ＪＲ清洲駅があるため、
名古屋からの交通利便性が高い地域です。
⃝鉄道駅を中心として集落が形成され、地域中央には農地が広がっています。
⃝地域北西部には大規模工場が立地しています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「地震や水害に対する備え」
「防犯面での安心感」「歩道の安全や心地よさ」「避難場所や避難路の確保」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「静かで落ち着いた住環境」「鉄道やバスの便利さ」「買い物の便利さ」
「幹線道路での移動のしやすさ」などがあげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

大里東地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

437 7,935 5.5%
86 898 9.6%
19.6% 11.3% 8.3%

11,018 137,069 8.0%
-4.7% -0.9% -3.8%
12.7% 13.1% -0.4%
60.3% 60.1% 0.2%
27.0% 26.8% 0.2%
4,552 54,358 8.4%
0.1% 10.1% -10.0%
2.42 2.52 -0.10

資料：住民基本台帳

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4
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重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

大里東地域における評価

満足度（平均点）

重
要
度
（
平
均
点
）

①

②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

鉄道の利便性を生かした住環境の維持
⃝名鉄大里駅とＪＲ清洲駅があり、名古屋からのアクセス性に優れた地域です。
⃝各鉄道駅周辺には、集落が形成されています。
⃝地域の人口は過去10年間で約4.7％減少しており、名鉄大里駅とＪＲ清洲駅周辺でも人口減少が
みられます。

地域の活力を生む産業立地の維持
⃝地域北西部には大規模な工場が立地しています。

快適な歩行空間の確保
⃝「歩道の安全や心地よさ」に対する満足度が低くなっています。

地域の歴史の継承
⃝地域には歴史の古い社寺が分布しています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、大里東地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝名鉄大里駅とＪＲ清洲駅に近接するポテンシャルの高さを生かした良好な住宅地を形
成するまちづくりを目指します。
⃝工業集積により地域の活力を生むまちづくりを目指します。
⃝幹線道路の歩道整備など安心・安全に歩くことができるまちづくりを目指します。
⃝地域の歴史を身近に感じることができるまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【地域交流拠点】
⃝大里東市民センター周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区計画*などによる定
住促進を検討します。
⃝鉄道駅（名鉄大里駅、ＪＲ清洲駅）の周辺では、鉄道の利便性を生かして、空き家の活用や地
区計画*などによる定住促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝生産・物流機能の集積を図ります。

土地利用
【住宅地】
⃝良好な住環境の維持・保全に努めます。

【商業地】
⃝生活利便性を支える商業機能の維持を図ります。

【工業地】
⃝地区計画*などを活用した既存工業地における操業環境の維持・向上を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝(都)井之口線の整備を推進します。
⃝(都)春日井稲沢線の整備を促進します。
⃝踏切の改良を促進します。
⃝名鉄名古屋本線の高架化を促進します。
⃝ＪＲ清洲駅の駅前広場の整備を推進します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝河川の水質保全に努めます。
⃝下水道の整備を推進します。

防災
⃝福田川の排水機能の向上に向けた整備について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝地域の歴史的資源の景観保全を検討します。
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小正小学校

石田公園

駅前公園

小池公園

みのり保育園

駅前保育園

和光保育園

住商共存地区

一般住宅地区

住工共存地区

工業地区

田園居住地区

地域交流拠点

工業・物流拠点

緑の軸

河川

主要施設

駅

地域区分

鉄道

新幹線

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画公園

0 500 1,000250
メートル

大里東地域

○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画
　 などによる定住促進を検討

○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討
○駅前広場整備を推進

○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討
○駅前広場整備を推進

○歴史的資源の景観
 　保全の検討
○歴史的資源の景観
 　保全の検討

○空き家の活用や地区
 　計画などによる定住
　 促進を検討

○空き家の活用や地区
 　計画などによる定住
　 促進を検討

○既存工業地における操業
　 環境の維持・向上
○既存工業地における操業
　 環境の維持・向上

○既存工業地における操業環境の維持・向上○既存工業地における操業環境の維持・向上

○(都)春日井稲沢線
 　の整備を促進
○(都)春日井稲沢線
 　の整備を促進

○踏切による
　 渋滞の緩和
　 を促進

○踏切による
　 渋滞の緩和
　 を促進

○下水道整備
　 の推進
○下水道整備
　 の推進

○下水道整備の推進○下水道整備の推進

○下水道整備
 　の推進
○下水道整備
 　の推進

○踏切の改良 を促進○踏切の改良 を促進

○(都)井之口線の整備を推進○(都)井之口線の整備を推進

○名鉄名古屋本線の高架化を促進○名鉄名古屋本線の高架化を促進

○下水道整備の推進○下水道整備の推進

大里双葉幼稚園

大里東みどり保育園

大里東小学校

大里東市民センター
大里東公民館
大里東老人憩いの家つつじ館
大里東チューリップ児童センター

清洲

大里東中学校

みずほ保育園

奥田公園

日下部公園

北市場美濃路公園

北市場町東公園

大里

(都)春日井稲沢線

福
田
川

武道館

東部体育センター
弓道場

消防署稲沢東分署

奥田公園テニスコート

（
都
）
名
古
屋
岐
阜
線

（
都
）
稲
沢
甚
目
寺
線

（
都
）
井
之
口
線
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（７）下津地域

地域特性�

⃝下津地域は、市の東部に位置し、一宮市と清須市に隣接しています。
⃝ＪＲ稲沢駅東側の土地区画整理事業*により、大規模商業施設や大型マンションが立地しています。
⃝地域北東部の一宮市側には一宮インターチェンジがあり、交通利便性の高い地域となっています。
⃝地域東部を流れる青木川を中心に農地が広がっています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「防犯面での安心感」「地震
や水害に対する備え」「避難場所や避難路の確保」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「買い物の便利さ」「幹線道路での移動のしやすさ」「静かで落ち着
いた住環境」「鉄道やバス交通の便利さ」などがあげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

下津地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

414 7,935 5.2%
65 898 7.2%

15.7% 11.3% 4.4%
11,496 137,069 8.4%
42.6% -0.9% 43.5%
20.5% 13.1% 7.4%
62.2% 60.1% 2.1%
17.3% 26.8% -9.5%
4,197 54,358 7.7%
47.2% 10.1% 37.1%
2.74 2.52 0.22

資料：住民基本台帳
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重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

下津地域における評価

満足度（平均点）

重
要
度
（
平
均
点
）

①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬

⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

ＪＲ稲沢駅周辺における都市機能の集積
⃝ＪＲ稲沢駅東側の土地区画整理事業*により大規模商業施設や大型マンションが集積しています。
⃝地域の人口は、過去10年間で著しく増加しています。
⃝「買い物の便利さ」「幹線道路での移動のしやすさ」に対する満足度が高くなっています。

自然豊かな集落地における住環境の維持
⃝地域東部を流れる青木川を中心に農地が広がっています。
⃝市街化調整区域*には集落が分布しています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」に対する満足度が高くなっています。

良好な交通条件を生かした産業振興
⃝地域北東部の一宮市側には一宮インターチェンジがあり、交通利便性の高い地域となっています。
⃝地域北部のＪＲ東海道本線沿いに工業団地が立地しています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、下津地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝ＪＲ稲沢駅を中心とした便利でにぎわいのあるまちづくりを目指します。
⃝市街化調整区域*の自然豊かな住環境が維持され、生活利便性の良さを生かしたまち
づくりを目指します。
⃝一宮インターチェンジに近い立地特性を生かし、さらなる工業集積による活力あるま
ちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【都市交流拠点】
⃝商業施設をはじめとする都市機能の維持を図ります。
⃝民間のアリーナやフィットネスロードの活用によるスポーツを通じた交流を促進します。

【地域交流拠点】
⃝下津市民センター周辺では、人口集約を図るため、空き家の活用や地区計画*などによる定住
促進を検討します。

【工業・物流拠点】
⃝生産・物流機能の集積を図ります。
⃝一宮インターチェンジに近接するなど、立地特性を生かした産業立地を推進します。

土地利用
【住宅地】
⃝まちなか居住を促進する新たな市街地整備を図ります。
⃝良好な住環境の維持・保全を図ります。

【商業地】
⃝大規模商業施設など集積の維持を図ります。

【工業地】
⃝既存工業地における操業環境の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝隣接する一宮市をつなぐ(都)稲沢西春線の整備について働きかけを行います。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝河川の水質保全に努めます。

防災
⃝都市化に対応した雨水対策の強化を図ります。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝都市交流拠点にふさわしい景観形成を検討します。
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稲沢東小学校

小正小学校

治郎丸中学校

吹上公園

宮浦公園 長野公園

石田公園

駅前公園

小池公園

小正中央公園

長出公園

稲沢東公民館

駅前保育園

小正保育園

和光保育園

大里双葉幼稚園

長野子育て支援センター

東部体育センター
弓道場

治郎丸プール

稲沢市民病院

小正すみれ児童センター

消防署稲沢東分署

武道館

大
江
川

福
田
川

陸田宮前公園

おりづふれあい広場公園

陸田宮前ひまわり公園

小井戸なごみ公園

グリーン・スパーク
中央公園

稲沢

めばえ保育園

下津市民センター
下津公民館
下津老人福祉センターくすのき館
下津クローバー児童センター

下津保育園

下津小学校

あすかキッズ下津

あすかキッズいなざわ

(都
)下

津線

(都)稲沢西春線

(都
)治

郎丸赤池線

(都
)萩

原多気線

(都
)濃

尾
大
橋
線

(都
)陸

田線

五
条
川

青
木
川

大
助
川

（
都
）
名
古
屋
岐
阜
線

（
都
）
陸
田
下
津
線

（
都
）
赤
池
下
津
線

○(都)稲沢西春線の整備を
　 働きかけ
○(都)稲沢西春線の整備を
　 働きかけ

○商業施設をはじめとする都市機能の維持○商業施設をはじめとする都市機能の維持

○まちなか居住を促進する新たな
　 市街地整備
○まちなか居住を促進する新たな
　 市街地整備

○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討

○立地特性を生かした
　 産業立地の推進
○立地特性を生かした
　 産業立地の推進

○民間のアリーナやフィットネスロー ドの
　 活用によるスポーツを通じた交流促進
○民間のアリーナやフィットネスロー ドの
　 活用によるスポーツを通じた交流促進

一宮
IC

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境
　 の維持

○生産・物流機能の集積
○既存工業地における操業環境
　 の維持

商業業務地区

住商共存地区

一般住宅地区

住宅専用地区

工業地区

田園居住地区

都市交流拠点

地域交流拠点

工業・物流拠点

緑の軸

河川

主要施設

駅

鉄道

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

地域区分

都市計画公園

0 500 1,000250
メートル

下津地域
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（８）小正地域

地域特性�

⃝小正地域は、市の北東部に位置し、一宮市に隣接しています。地域の中央には、多数の参拝者が
訪れる尾張大國霊神社（国府宮）があります。その南側では閑静な住宅街が広がっています。
⃝地域の東西には、名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅があり、交通利便性の高い地域となっています。
また、地域北部には名鉄島氏永駅があります。
⃝大江川沿いには畑が、鉄道沿いには水田が広がっています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「地震や水害に対する備え」
「防犯面での安心感」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「鉄道やバス交通の便利さ」「歩いて行ける身近な公園」「買い物の
便利さ」「幹線道路での移動のしやすさ」「静かで落ち着いた住環境」などがあげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

小正地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

470 7,935 5.9%
180 898 20.0%
38.2% 11.3% 26.9%

21,903 137,069 16.0%
0.7% -0.9% 1.6%
12.9% 13.1% -0.2%
63.9% 60.1% 3.8%
23.2% 26.8% -3.6%
9,435 54,358 17.4%
8.8% 10.1% -1.3%
2.32 2.52 -0.20

資料：住民基本台帳

0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
2.2
2.4
2.6
2.8
3.0
3.2
3.4
3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8

-2.0 -1.8 -1.6 -1.4 -1.2 -1.0 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4

重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

小正地域における評価

満足度（平均点）

重
要
度
（
平
均
点
）

①

② ③

④

⑤⑥

⑦
⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

公共交通の利便性を生かした住宅地の創出
⃝地域の東西には、名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅があり、交通利便性の高い地域となっています。
⃝「鉄道やバス交通の便利さ」や「買い物の便利さ」に対する満足度が高くなっています。

尾張大國霊神社（国府宮）を生かした交流の促進
⃝地域の中央には、市を代表する歴史的資源である尾張大國霊神社（国府宮）があります。
⃝緑の保全・活用について、「国府宮をはじめとした寺社の緑」に対する市民意向が高くなっています。

自然豊かな集落地における住環境の維持
⃝地域北部には、まとまった農地が広がっています。
⃝市街化調整区域*には集落が分布しています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」に対する満足度が高くなっています。

市街化区域*の閑静な住宅街の維持
⃝交通利便性の高い市街化区域*でありながら、一部の住宅地では人口が減少している地区がみら
れます。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、小正地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝公共交通の利便性を生かした、若者にも魅力的な新たな住宅地形成を図るまちづくり
を目指します。
⃝尾張大國霊神社（国府宮）を生かし、多くの観光客が歴史・文化を楽しめるまちづく
りを目指します。
⃝市街化調整区域*の自然豊かな住環境が維持され、生活利便性の良さを生かしたまち
づくりを目指します。
⃝閑静な住宅街で今後も落ち着いた暮らしができるまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�

都市構造（拠点配置）
【都市中心拠点】
⃝名鉄国府宮駅周辺における再整備による都市機能の充実を図ります。
⃝名鉄名古屋本線の高架化実現を見据えた駅周辺の一体的なまちづくりを推進します。

【都市交流拠点】
⃝商業施設をはじめとする都市機能の維持を図ります。
⃝民間のアリーナやフィットネスロードの活用によるスポーツを通じた交流を促進します。

【地域交流拠点】
⃝小正市民センター周辺では、空き家の活用などにより定住人口の維持を図ります。
⃝名鉄島氏永駅の周辺では、鉄道の利便性を生かし、空き家の活用や地区計画*などによる定住
促進を検討します。

【文化交流拠点】
⃝公共公益機能の維持を図ります。

【歴史・観光拠点】
⃝尾張大國霊神社（国府宮）周辺と参道を生かした交流促進のための環境整備を検討します。

土地利用
【住宅地】
⃝まちなか居住を促進する新たな市街地整備を図ります。
⃝良好な住環境の維持・保全を図ります。

【商業地】
⃝商業施設など集積の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝(都)稲沢西春線、(都)春日井稲沢線の整備を促進します。
⃝踏切の改良を促進します。
⃝名鉄名古屋本線の高架化実現に向けた取組みを進めます。
⃝(都)中大通線及び(都)南大通線は、都市拠点間のアクセス利便性の向上を検討します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅周辺における緑の保全を図ります。
⃝都市公園*の老朽化に伴い、再整備を検討します。
⃝河川の水質保全に努めます。　
⃝総合文化センターの老朽化に伴い、官民協働による建替えを検討します。

防災
⃝福田川の排水機能の向上に向けた整備について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝尾張大國霊神社（国府宮）周辺において歴史的な雰囲気が感じられる景観の形成を検討します。
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝都市中心拠点及び都市交流拠点にふさわしい景観形成を検討します。
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下津小学校

高御堂小学校

大塚小学校

高御堂公園

松下公園

小沢菅原公園

北出公園

陸田宮前公園

陸田宮前ひまわり公園

小井戸なごみ公園

おりづふれあい広場公園

みずほ保育園

めばえ保育園

高御堂中央保育園

大塚保育園

稲沢保育園

信竜国府宮保育園

信竜保育園

大里双葉幼稚園

愛知真和学園第二幼稚園

中和医療専門学校

大塚性海寺歴史公園

下津市民センター
下津公民館
下津老人福祉センターくすのき館
下津クローバー児童センター

信竜こどもの森児童館（私立）

武道館

高御堂カトレア児童センター

東部体育センター
弓道場

消防署稲沢東分署

あすかキッズ下津

あすかキッズいなざわ
島氏永

子生和保育園

(都)萩原多気線

(都)治郎丸赤池線

(都)稲沢西春線

(都)稲島線

(都)中大通線

(都)南大通線

(都)春日井稲沢線

(都)長野線

治郎丸中学校

稲沢東公民館
稲沢東老人福祉センターはなみずき館

稲沢東小学校

国府宮

総合文化センター
小正市民センター

稲沢中学校

サンライズキッズ保育園

小正保育園

幼保連携型認定こども園
和光こども園

駅前保育園

小正小学校

稲沢

市民会館

中央図書館

稲沢市民病院

（
都
）
井
之
口
線

（
都
）
稲
沢
甚
目
寺
線

（
都
）
陸
田
下
津
線

（
都
）
妙
興
寺
治
郎
丸
線

青
木
川

大
助
川

大
江
川

福
田
川

白山公園

正明寺公園
小正中央公園

国府宮前田公園

吹上公園

小池公園 石田公園

グリーン・スパーク中央公園

長出公園

駅前公園

宮浦公園

長野公園

長野子育て支援センター

治郎丸プール

小正すみれ児童センター

商業業務地区

住商共存地区

一般住宅地区

住宅専用地区

住工共存地区

工業地区

田園居住地区

緑の軸

河川

都市中心拠点

都市交流拠点

地域交流拠点

工業・物流拠点

文化交流拠点

歴史・観光拠点

主要施設

駅

鉄道

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

地域区分

都市計画公園

0 500 1,000250
メートル

小正地域
○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討
○空き家の活用や地区計画など
　 による定住促進を検討

○尾張大國霊神社（国府宮）と参道を生かし
　 た交流促進のための環境整備を検討
○尾張大國霊神社（国府宮）と参道を生かし
　 た交流促進のための環境整備を検討

○都市拠点間のアクセス利便性の
　 向上を検討
○都市拠点間のアクセス利便性の
　 向上を検討

○空き家の活用などによる
　 定住人口を維持
○空き家の活用などによる
　 定住人口を維持

○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備
○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備

○公共公益機能の維持○公共公益機能の維持

○駅周辺における再整備による
 　都市機能の充実
○名鉄名古屋本線の高架化実現
 　を見据えた駅周辺の一体的な
　 まちづくり
○名鉄名古屋本線の高架化実現
 　に向けた取組み

○駅周辺における再整備による
 　都市機能の充実
○名鉄名古屋本線の高架化実現
 　を見据えた駅周辺の一体的な
　 まちづくり
○名鉄名古屋本線の高架化実現
 　に向けた取組み

○交差点改良の検討○交差点改良の検討○(都)稲沢西春線の整備を促進○(都)稲沢西春線の整備を促進

○(都)春日井稲沢線
 　の整備を促進
○(都)春日井稲沢線
 　の整備を促進

○商業施設をはじめとする
 　都市機能の維持
○商業施設をはじめとする
 　都市機能の維持

○法指定踏切の対応○法指定踏切の対応
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（９）稲沢地域

地域特性�

⃝稲沢地域は、市の中央部に位置し、名鉄国府宮駅を中心に商業地を形成しています。
⃝地域西端には市役所があり、生活利便性の高い地域です。
⃝地域中央を三宅川が流れているほか、文化の杜である稲沢公園、美術館周辺には大学もあり、緑
豊かな文化発信地域となっています。

地域の評価　市民アンケート調査（平成29年12月実施）�

⃝市平均と比較して、重要度が高いにも関わらず満足度が低い項目は、「地震や水害に対する備え」
「防犯面での安心感」などがあげられます。
⃝満足度が高い項目としては、「買い物の便利さ」「静かで落ち着いた住環境」「水や空気のきれいさ」
「歩いて行ける身近な公園」「幹線道路での移動のしやすさ」などがあげられます。

※人口及び世帯数の増減率は、2009（平成21）年1月1日から2019（平成31）年1月1日現在までの数値に
より算出

地域の現況（2019（平成31）年1月現在）

稲沢地域 市全域 市全域に対する割合
（網掛け：市平均との差）

面積（ha）
割合

0～14歳
15～64歳
65歳～

Ｈ21-31世帯数増減率
世帯当たり人員（人／世帯）

年齢３区分別
人口構成比

世帯数（世帯）

人口（人）
Ｈ21-31人口増減率

地域面積（ha)

市街化区域

797 7,935 10.0%
232 898 25.8%
29.1% 11.3% 17.8%

25,580 137,069 18.7%
-0.6% -0.9% 0.3%
13.7% 13.1% 0.6%
62.3% 60.1% 2.2%
24.1% 26.8% -2.7%

10,875 54,358 20.0%
10.4% 10.1% 0.3%
2.35 2.52 -0.17

資料：住民基本台帳
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3.6
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4.2

4.4

-2.6 -2.2 -1.8 -1.4 -1.0 -0.6 -0.2 0.2 0.6 1.0 1.4 1.8 2.2 2.6 3.0

重要度「高」満足度「低」

重要度「低」満足度「低」

重要度「高」満足度「高」

重要度「低」満足度「高」

稲沢地域における評価

満足度（平均点）

重
要
度
（
平
均
点
）

①

②③

④

⑤⑥

⑦
⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬
⑭

14項目平均点
（市全体）
2.76

14項目平均点
（市全体）
0.18

① 静かで落ち着いた住環境
② 買い物の便利さ
③ 鉄道やバス交通の便利さ
④ 幹線道路での移動のしやすさ
⑤ 身近な生活道路の安全や使いやすさ
⑥ 歩道の安全や心地よさ
⑦ 街なかや集落内の緑の多さ
⑧ 歩いて行ける身近な公園
⑨ 街なかや集落の風景の美しさ
⑩ 地震や水害に対する備え
⑪ 避難場所や避難路の確保
⑫ 水や空気のきれいさ
⑬ 医療や福祉施設の利用のしやすさ
⑭ 防犯面での安心感
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地域の現状と課題�

名鉄国府宮駅周辺における都市機能の集積
⃝名鉄国府宮駅を中心に商業地を形成しています。

鉄道の利便性を生かした住宅地の創出
⃝地域東部には名鉄国府宮駅があり、名古屋からのアクセス性に優れた地域です。

集積する公共公益施設*や商業施設の維持
⃝地域の西端には市役所があり、その周辺には警察署や郵便局などの公共公益施設*や商業施設が
集積しています。
⃝地域の中央には文化の杜である稲沢公園、美術館、大学があり、緑豊かな文化発信地域となって
います。

静かで落ち着いた住環境の維持・改善
⃝市街化区域*の一部では、古くからのまちなみが残っています。
⃝市街化調整区域*には集落が分布しています。
⃝「静かで落ち着いた住環境」に対する満足度が高くなっています。

地域のまちづくり目標�

地域の現状と課題を踏まえ、稲沢地域のまちづくり目標を以下のように定めます。

⃝名鉄国府宮駅周辺において日常生活を支える多様な都市機能が集積するまちづくりを
目指します。
⃝公共交通の利便性を生かした、若者にも魅力的な新たな住宅地を形成するまちづくり
を目指します。
⃝市役所周辺において都市機能の集積を維持するまちづくりを目指します。
⃝豊かな自然や歴史を感じる住宅地を形成するまちづくりを目指します。
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地域のまちづくり方針�
都市構造（拠点配置）

【都市中心拠点】
⃝名鉄国府宮駅周辺における再整備による都市機能の充実を図ります。
⃝名鉄名古屋本線の高架化実現を見据えた駅周辺の一体的なまちづくりを推進します。

【生活交流拠点】
⃝公共公益施設*や商業施設などの都市機能の維持を図ります。

【地域交流拠点】
⃝稲沢市民センター周辺では、空き家の活用などにより定住人口の維持を図ります。

【文化交流拠点】
⃝公共公益機能の維持を図ります。

土地利用
【住宅地】
⃝まちなか居住を促進する新たな市街地整備を図ります。
⃝良好な住環境の維持・保全を図ります。

【商業地】
⃝名鉄国府宮駅周辺に商業機能の誘導を図ります。
⃝生活利便性を支える商業機能の維持を図ります。

【市街化調整区域*】
⃝営農環境と調和した住環境の保全に努めます。

交通体系
⃝国・県へ一宮西港道路の整備について働きかけを行います。
⃝(都)稲沢西春線の整備を促進します。
⃝踏切の改良を促進します。
⃝名鉄国府宮駅周辺を中心にバリアフリー化に努めます。
⃝交通結節機能*の強化のため、名鉄国府宮駅における駅前広場の再整備を推進します。
⃝名鉄名古屋本線の高架化実現に向けた取組みを進めます。
⃝(都)中大通線及び(都)南大通線は、生活交流拠点と都市中心拠点とのアクセス利便性の向上
を検討します。
⃝各拠点へのアクセスに配慮した公共交通環境の整備に努めます。

都市環境
⃝稲沢公園の魅力を高めるため民間事業者の活用を検討します。
⃝三宅川及び大江川沿いにおける水と緑のネットワークづくりを検討します。
⃝緑の軸である(都)奥田線における歩道の緑化を推進します。
⃝河川の水質保全に努めます。

防災
⃝市役所を中心に災害対策拠点としての強化を図ります。
⃝雨水調整池の整備を検討するなど、冠水対策を推進します。
⃝狭あい道路*の解消について検討します。
⃝県管理である三宅川の改修促進について働きかけを行います。
⃝都市公園*における防災関連施設の導入を検討します。

景観
⃝農地景観の保全を図ります。
⃝地域の歴史的資源の景観保全を検討します。
⃝都市中心拠点にふさわしい景観形成を検討します。
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島氏永

奥田

稲沢中学校

白山公園

国府宮前田公園

吹上公園

小正中央公園正明寺公園

大里西市民センター
大里西公民館

市民会館

勤労福祉会館
総合体育館

総合文化センター
小正市民センター

奥田保育園

子生和保育園

小正保育園

産業会館

中和医療専門学校

中央図書館

稲沢市民病院

老人福祉センターさくら館

消防本部
消防署

サンライズキッズ保育園

稲沢北小学校

上下水道庁舎
稲沢保育園

北出公園

小沢菅原公園

愛知文教女子短期大学附属第一幼稚園

愛知啓成高等学校

愛知文教女子短期大学 稲沢市民センター
稲沢公民館

稲沢西小学校

名古屋文理大学
稲沢公園

第11号稲沢緑地

小鳩保育園

稲沢西中学校

信竜保育園

稲沢東高等学校

愛知真和学園第二幼稚園

大塚小学校

稲沢市役所

稲沢高等学校

(都)春日井稲沢線

(都)南大通線

(都)中大通線

大塚保育園

高御堂小学校

高御堂中央保育園

高御堂公園

松下公園
信竜国府宮保育園

国府宮

(都)稲沢西春線

(都)稲島線
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稲葉老人福祉センターあすなろ館
働く婦人の家

大塚性海寺歴史公園

信竜こどもの森児童館
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荻須記念美術館
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幼保連携型認定こども園
栴檀こども園

美濃路稲葉宿本陣跡ひろば

都市中心拠点

生活交流拠点

文化交流拠点

地域交流拠点

商業業務地区

住商共存地区

一般住宅地区

住宅専用地区

住工共存地区

田園居住地区

緑の軸

河川

主要施設

駅

地域区分

鉄道

新幹線

市街化区域

都市計画道路　整備済

都市計画道路　未整備

都市計画公園

都市計画緑地

○生活交流拠点と
 　都市中心拠点間
　 のアクセス利便性
 　の向上を検討

○生活交流拠点と
 　都市中心拠点間
　 のアクセス利便性
 　の向上を検討

○水と緑のネットワークづくりを検討○水と緑のネットワークづくりを検討

○(都)稲沢西春線の
　 整備を促進
○(都)稲沢西春線の
　 整備を促進

○災害対策拠点として
　 の強化
○災害対策拠点として
　 の強化

○歩道の緑化推進○歩道の緑化推進

○再整備による都市機能の充実
○名鉄名古屋本線の高架化実現を見据えた
　 駅周辺の一体的なまちづくり
○駅周辺に商業機能の誘導
○バリアフリー化を検討
○駅前広場の再整備による交通結節機能の強化
○名鉄名古屋本線の高架化実現に向けた取組み

○再整備による都市機能の充実
○名鉄名古屋本線の高架化実現を見据えた
　 駅周辺の一体的なまちづくり
○駅周辺に商業機能の誘導
○バリアフリー化を検討
○駅前広場の再整備による交通結節機能の強化
○名鉄名古屋本線の高架化実現に向けた取組み

○公共公益施設や
　 商業施設などの
 　都市機能の維持

○公共公益施設や
　 商業施設などの
 　都市機能の維持

○空き家の活用などにより
 　定住人口を維持
○空き家の活用などにより
 　定住人口を維持

○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備
○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備

○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備
○まちなか居住を促進する
　 新たな市街地整備

○法指定踏切の対応○法指定踏切の対応

○公共公益機能
 　の維持
○公共公益機能
 　の維持

稲沢地域
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